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六
書　

轉
注　

訓
讀
み

は
じ
め
に

六
書
に
つ
い
て
、學
生
時
代
に
授
業
で
『
說
文
解
字
』
敍
を
讀
み
、漠
然
と
「
假

借
が
同
音
の
字
を
借
り
る
こ
と
な
ら
、轉
注
は
同
意
の
字
を
借
り
る
こ
と
だ
ろ
う
」

と
思
っ
た
。
一
般
に
は
六
書
と
は
漢
字
の
造
字
法
で
あ
り
、
轉
注
は
諸
說
紛
々
、

定
論
な
し
と
さ
れ
て
い
る
。
後
に
河
野
六
郎
「
轉
注
考（

1
）」
を
讀
み
、
先
の
考
え

は
確
信
に
變
わ
っ
た
。
そ
し
て
な
ぜ
不
明
と
な
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
、
河
野

氏
の
說
を
補
完
す
る
の
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。

六
書
と
い
う
名
稱
の
初
出
は
、『
周
禮
』
保
氏
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
具
體
的
な
六
種
の
名
義
を
載
せ
る
の
は
後
漢
の
班
固
（
三
二

―
九
二
）『
漢
書
』
藝
文
志
で
あ
り
、そ
れ
は
劉
歆
（
？
―
二
三
）
の
佚
書
『
七
略
』

か
ら
採
っ
た
も
の（

2
）で
あ
る
。
次
に
『
周
禮
』
の
鄭
玄
（
一
二
七
―
二
〇
〇
）
注

に
引
く
鄭
衆
（
司
農
）（
？
―
八
三
）
の
注
に
見
え
、
彼
の
父
鄭
興
は
劉
歆
の

弟
子（

3
）で
あ
る
。
そ
の
次
に
許
愼
（
五
八
頃
―
一
四
七
頃
）
の
『
說
文
解
字
』
敍

に
見
え
る
が
、
許
愼
は
賈
逵
（
三
〇
―
一
〇
一
）
の
弟
子
で
あ
り
、
賈
逵
の
父
賈

徽
も
ま
た
劉
歆
の
弟
子（

4
）で
あ
る
。
す
べ
て
劉
歆
に
繋
が
る
が
、
そ
の
六
書
の
名

稱
と
次
序
は
異
な
る
。

現
在
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
六
書
は
、
許
愼
の
そ
れ
と
少
し
順
序
を
入
れ
替
え

た
南
唐
の
徐
鍇
（
九
二
一
―
九
七
五
）
の
『
說
文
解
字
繫
傳
』
に
見
え
る
六
書
で

あ
る
。
ま
と
め
る
と
表
（
一（

5
））
の
よ
う
に
な
る
。
數
字
は
本
來
の
配
列
順
を
示
す
。

西
晉
の
衛
恆
（
二
五
二
―
二
九
一
）「
四
體
書
勢（

6
）」
も
、「
六
義
」
と
稱
し
て
『
說

文
解
字
』
と
同
じ
名
稱
を
使
い
、
六
書
に
つ
い
て
觸
れ
て
い
る
の
で
參
考
と
し
て

載
せ
る
。
な
お
六
書
の
配
列
順
と
名
稱
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
今
は
論
じ
な
い
。

一
、
河
野
六
郎
「
轉
注
考
」

轉
注
と
は
何
か
。
河
野
氏
は
過
去
の
轉
注
說
を
七
つ
に
分
け
て
論
じ
た
上
で
、

定
論
と
看
做
し
得
る
以
下
の
結
論
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
旣
成
の
文
字
を

轉
注
と
は
何
か

村　
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表
（
一
）

班
固
『
漢
書
』
藝
文
志

1
象
形

2
象
事

3
象
意

4
象
聲

5
轉
注

6
假
借

鄭
衆
『
周
禮
』
注

1
象
形

4
處
事

2
會
意

6
諧
聲

3
轉
注

5
假
借

許
愼
『
說
文
解
字
』
敍

2
象
形

1
指
事

4
會
意

3
形
聲

5
轉
注

6
假
借

衛
恆
「
四
體
書
勢
」

2
象
形

1
指
事

4
會
意

3
形
聲

5
轉
注

6
假
借

徐
鍇
『
說
文
解
字
繫
傳
』

1
象
形

2
指
事

3
會
意

4
形
聲

5
轉
注

6
假
借



轉
注
と
は
何
か

二

音
の
關
係
で
な
く
、
意
味
上
關
連
あ
る
他
の
語
に
轉
用
す
る
方
法
」
で
あ
り
、
音

聲
上
の
「
同
字
異
語
」
で
あ
る
假
借
と
對
に
な
る
。
河
野
氏
は
ま
ず
エ
ジ
プ
ト
の

ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
で
一
つ
の
象
形
字
が
「
太
陽
」
と
日
時
の
「
日
」
を
表
す
例
と
、

オ
リ
エ
ン
ト
の
楔
形
文
字
で
地
平
線
上
の
太
陽
を
象
る
文
字
が「
日
」「
時
」や「
輝

く
」
意
の
語
を
表
す
例
（
そ
れ
ぞ
れ
音
も
異
な
る
）
を
擧
げ
る
。
つ
い
で
漢
字
に

關
し
て
以
下
の
五
例
を
擧
げ
る
。

一
、「
車
」
字
に
、
九
魚
切
と
昌
遮
切
の
二
音
が
あ
る
。
二
、「
樂
」
字
が
音
樂

の
場
合
は
、
五
角
切
で
あ
る
が
、「
タ
ノ
シ
」
の
場
合
は
、
廬
各
切
で
あ
る
。
三
、

甲
骨
文
字
で
は
「
禾
」
字
が
年
（
み
の
り
）
の
意
味
を
表
し
、
の
ち
區
別
す
る
た

め
に
「
禾
」
に
聲
符
の
「
人
」
を
加
え
て
「
年
」
の
字
體
と
な
っ
た
。
四
、
金
文

で
の
「
立
」
は
位
置
を
示
す
。「
位
」
字
は
人
偏
を
加
え
て
區
別
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
五
、『
周
禮
』
春
官
の
「
太
宗
伯
掌
天
神
人
鬼
地
示
禮
」
の
「
地
示
」
は
、

聲
符
の
「
氏
」
が
つ
い
た
「
地ち

ぎ祇
」
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
あ
る
言
葉
を
漢
字
を
使
っ
て
書
き
表
そ
う
と
す
る
時
、
同
音
字
を
借
り

て
く
る
の
が
假
借
で
あ
り
、
同
意
あ
る
い
は
類
義
の
字
を
轉
用
す
る
の
が
轉
注
で

あ
る
。
從
っ
て
讀
む
立
場
か
ら
す
る
と
、
一
字
二
音
（
＝
二
語
）
と
な
る
。

ま
た
轉
注
の
名
稱
に
つ
い
て（

7
）河
野
氏
は
、

諸
家
の
言
う
よ
う
に
、「
轉
注
」
と
は
「
輾
轉
灌
注
ス
ル
」
義
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
結
局
、
假
借
の
假
も
借
も
同
義
で
あ
る
の
と
平
行
的
に
、
轉
も
注
も

同
じ
こ
と
で
、
あ
る
元
か
ら
轉
用
す
る
義
で
あ
ろ
う
。

と
言
う
。
筆
者
は
「
轉
」
は
轉
用
の
解
釋
で
よ
い
が
、「
注
」
は
文
字
を
書
き
込

む
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
移
動
し
て
き
た
も
の
が
停
止
す
る
の
が
「
住
」
で
あ
り
、

馬
車
が
停
ま
る
の
は
「
駐
」
で
あ
る
。
そ
し
て
液
體
を
あ
る
場
所
に
流
し
込
ん
で

停
止
さ
せ
る
の
が
「
注
」
で
あ
ろ
う
。
流
れ
て
き
た
水
が
湖
沼
に
注
ぎ
込
ん
で
止

ま
る
こ
と
や
、
小
さ
な
川
が
大
河
に
合
流
す
る
時
に
も
使
わ
れ
る
。
言
葉
に
關
し

て
言
う
な
ら
ば
、
竹
帛
等
に
文
字
を
置
く
こ
と
、
書
き
入
れ
て
言
葉
を
固
定
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
轉
注
と
は
、
音
聲
と
し
て
耳
に
流
れ
て
き
た
言
葉
あ
る

い
は
頭
に
浮
か
ん
だ
言
葉
を
、
あ
る
漢
字
を
轉
用
し
て
文
字
と
し
て
竹
帛
等
に
書

き
込
ん
で
固
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
注
」
字
は
後
世
、
注
釋
・
注
解
の
意
で
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
本
文
に
對
し
て
、
補
足
說
明
や
解
釋
を
注
ぎ
込
む

こ
と
な
の
で
あ
る
。

『
說
文
解
字
』
の
轉
注
の
說
解
、「
建
類
一
首
、
同
意
相
受
、
考
老
是
也
」
に
つ

い
て
、
河
野
氏
は（

8
）ま
ず
「
建
類
一
首
」
を
、

「
建
類
」
は
江
聲
說
の
よ
う
に
部
首
を
建
て
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
段

玉
裁
の
「
分
立
其
義
之
類
」
の
注
釋
に
擬
え
て
「
分
立
其
詞
之
類
」
と
解
釋

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
同
じ
字
で
A
と
B
の
二
つ
の
語

を
示
す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
語
と
し
て
區
別
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で

あ
り
、
そ
れ
が
「
建
類
」
で
あ
る
。「
一
首
」
と
は
饒
炯
が
「
擧
本
字
爲
首
」

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
本
ヲ
一
ニ
ス
ル
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

本
に
な
る
字
形
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

「
建
類
一
首
」
は
語
と
し
て
は
A
と
B
と
を
區
別
す
る
が
、
字
形
は
同
じ
と

い
う
こ
と
で
、
同
字
異
語
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
う
。

と
言
う
。
か
な
り
苦
し
い
說
明
の
よ
う
に
思
え
る
。
語
を
區
別
す
る
が
、
そ
の
字

形
を
一
つ
に
す
る
と
い
う
解
釋
で
あ
る
。『
說
文
』
の
定
義
を
讀
み
下
す
な
ら
ば
、

「
類
を
建
て
首
を
一
に
す
」
と
な
る
。

筆
者
の
考
え
は
河
野
氏
と
少
し
異
な
る
。「
類
」は
似
る
こ
と（

9
）で
あ
る
の
で
、「
建
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類
」
は
語
を
區
別
す
る
・
分
類
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
似
た
も
の
を
集
め
竝
べ
る

意
味
で
あ
ろ
う
。
概
念
に
共
通
性
の
あ
る
同
類
の
語（
10
）を
竝
べ
て
ま
と
め
る
こ
と

で
あ
る
。「
一
首
」
は
、「
本
に
な
る
字
形
が
同
じ
」
で
よ
い
と
思
う
、
言
い
換
え

る
と
「
一
體
」
の
意
で
、「
同
じ
字
形
を
用
い
る
」
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
受
」
と
韻

を
踏
む
た
め
に
「
首
」
字
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
二
語
を
概
念
が
共

通
す
る
と
し
て
同
じ
字
形
で
引
き
受
け
る
、
つ
ま
り
書
き
表
す
の
で
あ
る
。
こ
の

八
字
を
逐
語
譯
す
る
な
ら
ば
、「
類
義
語
を
竝
べ
一
つ
の
字
體
で
、
共
通
し
た
概

念
を
ど
ち
ら
も
引
き
受
け
る
」
と
な
る
。
そ
の
「
同
意
相
受
」
を
河
野
氏
は
さ
ら

に
上
文
に
續
け
て
、

「
同
意
」
をsynonym

に
限
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
定
義
は
、

意
味
上
關
連
の
あ
る
同
字
異
語
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
音
聲

上
類
似
し
て
も
意
味
上
關
連
の
な
い
同
字
異
語
の
假
借
と
對
立
す
る
轉
注
の

定
義
と
し
て
は
理
解
で
き
る
。

と
言
う
。
次
に
「
考
老
是
也
」
に
つ
い
て
河
野
氏
は
、金
文
で
、「
老
」
の
字
で
「
考
」

に
訓
む
例
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

考
は
元
來
は
老
の
字
で
書
か
れ
て
い
た
。
…
兩
者
の
區
別
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
…

の
聲
符
を
加
え
て
、
老
と
區
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し

こ
の
加
聲
は
後
の
こ
と
…
。

と
述
べ
て
、
さ
ら
に
、

六
書
の
定
義
と
例
は
お
そ
ら
く
周
代
に
漢
字
を
敎
え
た
時
に
す
で
に
用
い
ら

れ
て
い
た
も
の
を
許
愼
が
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。…
說
文
解
字
で「
考

老
是
也
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
來
は
「
老
老
是
也
」
と
書
い
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
口
頭
を
離
れ
て
「
老
老
是
也
」
と
書
い
た
の
で
は
何
の
事
が

分
ら
な
い
か
ら
、
漢
代
に
な
っ
て
す
で
に
形
聲
字
に
な
っ
て
い
た
考
の
字
を

書
い
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
言
う
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
「
老
老
是
也
」
の
よ
う
に
同
じ
字
「
老
」
が
書
か

れ
て
お
り
、
字
を
習
う
子
た
ち
は
「
カ
ウ
・
ラ
ウ
」
の
如
く
唱
え
た
の
で
あ
り
、

後
に
漢
代
に
な
っ
て
「
老
老
」
の
上
の
一
字
が
形
聲
字
の
「
考
」
字
に
書
き
換
え

ら
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
納
得
で
き
る
說
明
で
あ
る
。

轉
注
と
は
何
か
。
そ
れ
は
「
意
味
上
關
連
あ
る
同
字
異
語
」
で
あ
る
と
河
野
氏

は
定
義
づ
け
た
。
も
う
少
し
補
足
す
る
な
ら
、
轉
注
は
「
異
音
・
類
義
の
同
字
異

語
」
で
あ
り
、
假
借
は
「
同
音
・
異
義
の
同
字
異
語
」
で
あ
る
。
類
義
は
通
義
と

言
い
換
え
て
も
よ
い
。

二
、
林

「
古
文
字
轉
注
擧
例
」

河
野
六
郎
氏
の
他
に
、
林

氏
「
古
文
字
轉
注
擧
例（
11
）」
が
同
樣
の
結
論
を
述

べ
て
い
る
。六
書
に
つ
い
て
、戴
震
の
四
體
二
用
說（「
答
江
愼
修
先
生
論
小
學
書
」）

や
、
朱
駿
聲
『
說
文
通
訓
定
聲
』
轉
注
な
ど
に
言
及
し
た
後
、
朱
駿
聲
も
「
音
を

表
す
た
め
に
字
を
借
り
る
と
い
う
一
字
多
用
（
假
借
の
こ
と
）
を
知
る
だ
け
で
、

語
義
を
表
す
た
め
に
字
を
借
り
る
と
い
う
一
字
多
用
（
轉
注
の
こ
と
）
に
氣
づ
い

て
い
な
い
」
と
批
判
す
る
。
そ
う
し
て
甲
骨
文
字
の
「
老
」
の
字
が
、「
年
老
」

と
「
父
親
」
の
意
味
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
例
に
擧
げ
て
、
新
し
い
字
形
を
增
や

し
は
し
な
い
こ
の
よ
う
な
「
造
字
」
こ
そ
轉
注
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
は
河
野
氏

の
指
摘
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
ト
ン
パ
文
字（
12
）の
、
帽
子
を
被
っ
た
人
を
象
っ

た
絵
文
字
が
、「
子
」「
男
」「
夫
（
お
っ
と
）」
の
意
を
表
す
例
を
引
き
、
自
身
の

先
行
論
文
「
士
王
二
字
同
形
分
化
說
（
13
）」
に
擧
げ
た
四
例
、
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「
王
」（
陽
部
匣
母
）
と
「
士
」（
之
部
從
母
）
の
二
語
が
共
に
「
奕
」
を
表

意
字
と
す
る
。

「
立
」（
緝
部
來
母
）
と
「
位
」（
物
部
匣
母
）
の
二
語
が
共
に
「
薨
」
を
表

意
字
と
す
る
。

「
卜
」（
屋
部
幇
母
）
と
「
外
」（
月
部
疑
母
）
の
二
語
が
共
に
「
恣
」
を
表

意
字
と
す
る
。

「
月
」（
月
部
疑
母
）
と
「
夕
」（
鐸
部
邪
母
）
の
二
語
が
共
に
「
疑
」
を
表

意
字
と
す
る
。

を
竝
べ
、
さ
ら
に
甲
骨
文
字
か
ら
の
例
を
六
つ
追
加
す
る
。

「
女
」（
魚
部
泥
母
）
と
「
母
」（
之
部
明
母
）
の
二
語
が
共
に
「
貨
」
を
表

意
字
と
す
る
。

「
鼻
」（
質
部
滂
母
）
と
「
自
」（
質
部
從
母
）
の
二
語
が
共
に
「
宴
」
を
表

意
字
と
す
る
。

「
主
」（
侯
部
章
母
）
と
「
示
」（
脂
部
船
母
）
の
二
語
が
共
に
「
岐
」
を
表

意
字
と
す
る
。

「
禾
」（
歌
部
匣
母
）
と
「
年
」（
眞
部
泥
母
）
の
二
語
が
共
に
「
後
」
を
表

意
字
と
す
る
。

「
帚
」（
幽
部
章
母
）
と
「
婦
」（
之
部
竝
母
）
の
二
語
が
共
に
「
俚
」
を
表

意
字
と
す
る
。

「
畢
」（
質
部
幇
母
）
と
「
禽
」（
侵
部
群
母
）
の
二
語
が
共
に
「
摩
」
を
表

意
字
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
實
例
を
擧
げ
、
諸
說
を
引
き
、
甲
骨
卜
辭
・
金
文
や
典
籍
の
字
形
と
用

例
を
示
し
て
論
じ
て
い
る
。
以
下
に
簡
單
に
そ
の
論
說
を
紹
介
す
る
。

「
王
・
士
」
は
、「
王
」
と
は
解
釋
で
き
ず
「
士
（
職
官
の
名
）」
と
釋
す
べ
き

卜
辭
の
例
を
擧
げ
る
。
區
別
す
る
爲
に
、「
王
」
は
横
棒
を
書
き
足
し
、「
士
」
は

聲
符
の
才
を
加
え
た
「
在
」
で
書
き
表
し
た
例
が
あ
る
。「
在
」
は
そ
の
後
に
存

在
の
在
に
假
借
さ
れ
た（
14
）。「
立
・
位
」
は
、
金
文
に
「
立
」
字
が
「
位
」
の
意
で

あ
る
例
な
ど
を
擧
げ
る
。「
卜
・
外
」
は
、『
史
記
』
殷
本
紀
の
「
外
丙
・
外
壬
」

が
卜
辭
で
「
卜
丙
・
卜
壬
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
卜
兆
の
ひ
び
割
れ
の
枝
が

必
ず
甲
羅
や
牛
骨
の
中
央
の
側
つ
ま
り
内
側
に
向
か
い
、
外
側
に
は
ひ
び
割
れ
が

伸
び
な
い
の
で
、「
卜
」
で
外
の
概
念
が
表
せ
る
。
そ
こ
で
月
の
意
の
「
夕
」
を

聲
符
と
し
て
「
外
」
字
が
作
ら
れ
た
。「
月
」「
外
」
共
に
月
部
疑
母
で
あ
る
。「
月
・

夕
」
は
後
に
一
點
を
加
え
て
「
月
」
を
區
別
し
た
。

「
女
・
母
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
の
卜
辭
の
實
例
が
あ
り
、
二
人
稱
に
も
な
る

の
で
「
魚
部
泥
母
」
の
音
が
あ
り
、
否
定
の
「
毋
れ
」
の
意
に
も
な
る
の
で
「
之

部
明
母
」
の
音
も
あ
る
。「
鼻
・
自
」
は
、聲
符
を
加
え
た
の
が
「
鼻
」
字
で
あ
る
。

自
己
の
意
の
「
自
」
は
「
〜
よ
り
す
」
の
意
の
語
に
假
借
さ
れ
た
。「
主
・
示
」

は
異
體
字
が
多
く
、「
示
」
に
釋
さ
れ
て
い
て
も
、
神
の
依
代
・
位
牌
の
意
の
名

詞
の
場
合
は
「
主
」
で
あ
る
。
神
意
を
示
す
意
で
は
「
示
」
で
あ
る
。
二
字
の
分

化
は
ほ
ぼ
戰
國
期
に
完
成
し
た
。「
禾
・
年
」
は
、
稲
な
ど
の
作
物
を
表
す
字
が
、

収
穫
・
み
の
り
の
意
に
も
使
わ
れ
、
聲
符
「
人
」
を
追
加
し
て
區
別
し
た
。（
河

野
氏
も
例
に
擧
げ
て
同
じ
く
指
摘
し
て
い
る
）。「
帚
・
婦
」
は
、
箒
を
象
っ
た
字

形
で
あ
り
、「
掃
除
す
る
」
意
と
、「
婦
人
」
の
意
の
二
語
を
表
す
。
ま
た
「
歸
（
と

つ
ぐ
）」
と
い
う
語
も
表
す
。「
畢
・
禽
」
の
卜
辭
は
、
狩
獵
用
の
網
を
象
る
。
そ

の
名
詞
の
場
合
に
、田
獵
の
意
の
「
田
」
が
加
え
ら
れ
た
字
形
が
「
畢
」
で
あ
り
、

後
に
「
終
わ
る
・
盡
す
」
の
意
に
假
借
さ
れ
た
。
聲
符
の
「
今
」
が
加
わ
っ
た
の



五

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

が
「
禽
」
字
で
、
字
形
の
下
部
は
訛
變
し
た
。
獲
物
を
捕
ら
え
る
意
の
動
詞
で
あ

り
、
ま
た
狩
り
の
獲
物
と
な
る
動
物
・
鳥
類
の
意
に
も
な
る
。

結
論
と
し
て
、

轉
注
と
は
、
A
語
を
記
錄
す
る
表
意
字
を
轉
じ
て
B
語
を
記
錄
す
る
表
意
字

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
轉
注
は
假
借
と
同
じ
く
、
ど
ち
ら
も
元
か
ら
あ
る
字

形
の
利
用
で
あ
る
が
、
原
字
が
假
借
さ
れ
る
と
、
字
音
は
變
わ
ら
ず
た
だ
字

義
だ
け
が
變
わ
り
、
閲
讀
す
る
時
に
は
何
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
か
を
文

脈
か
ら
判
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
原
字
が
轉
注
さ
れ
る
と
、
字
の
音
と
義
と

が
ど
ち
ら
も
變
わ
る
。
故
に
閲
讀
す
る
時
に
は
そ
の
音
と
義
と
を
と
も
に
文

脈
か
ら
定
め
な
い
と
い
け
な
い（
15
）。

そ
う
し
て
こ
の
よ
う
な
「
一
形
多
讀
」
の
字
の
不
確
定
性
を
克
服
す
る
た
め
に
、

原
字
と
轉
注
字
を
分
化
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
林

氏
は
、「
異
體
・
點
畫
の
追
加
・

意
符
の
追
加
・
聲
符
の
追
加
」
が
利
用
さ
れ
た
と
述
べ
る
。

要
す
る
に
轉
注
と
は
、あ
る
語
を
意
味
上
關
連
の
あ
る
字
で
記
す
こ
と
で
あ
る
。

讀
む
者
は
文
脈
を
見
て
ど
ち
ら
で
讀
む
べ
き
か
を
判
斷
し
た
。
そ
の
曖
昧
さ
を
解

消
す
る
た
め
に
、
一
方
の
字
が
別
の
形
の
字
に
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
轉
注
」
字
が
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。

ま
た
林

氏
は
明
確
に
「
語
を
記
錄
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
ま
で
の
六
書

論
に
は
、
こ
の
觀
點
が
缺
落
し
て
お
り
、
字
形
に
拘
泥
し
す
ぎ
た
嫌
い
が
あ
る
。

三
、『
周
禮
』
の
文
脈
か
ら
み
た
「
六
書
」

で
は
、
轉
注
が
な
ぜ
「
千
古
の
謎
」
な
ど
と
稱
さ
れ
て
、
長
ら
く
不
明
と
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
汗
牛
充
棟
、
諸
說
紛
々
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

轉
注
の
字
が
置
き
換
え
ら
れ
て
數
を
減
ら
し
た
こ
と
以
外
に
も
理
由
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
考
察
し
て
み
る
。
河
野
氏
は
「
意
味
上
關
連
あ
る
同
字
異
語
」
と
言
い
、

私
は
そ
れ
を
「
異
音
・
類
義
の
同
字
異
語
」
と
言
い
換
え
た
が
、
實
の
と
こ
ろ
そ

の
說
明
も
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
漢
字
を
讀
む
立
場
か
ら
の

見
方
で
あ
る
。
林

氏
の
い
う
よ
う
に
、「
語
を
記
錄
す
る
」
觀
點
か
ら
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
六
書
と
稱
す
る
よ
う
に
「
書
く
」
立
場
か
ら
見
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

六
書
と
い
う
語
の
出
典
は
、初
出
は
『
周
禮
』
地
官
・
保
氏
で
あ
る
。
そ
の
『
周

禮
』
の
文
脈
の
中
で
、
六
書
が
ど
う
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
ま
ず
見

る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
に
は
ま
ず
保
氏
の
職
掌（
16
）
と
し
て
、
王
の
過
失
を
諫
め
る
こ
と
を
擧
げ
、

つ
い
で
國
子
（
公
卿
や
大
夫
の
子
弟
た
ち
）
に
「
道
」
を
敎
え
る
こ
と
を
付
け
加

え
、
そ
の
項
目
を
大
き
く
「
六
藝
」
と
「
六
儀
」
の
二
つ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
細
目
を
竝
べ
る
。「
六
書
」
は
こ
の
「
六
藝
」
の
中
に
含
ま
れ
る
一
つ
で
あ
る
。

六
藝
は
、「
五
禮
・
六
樂
・
五
射
・
五
馭
・
六
書
・
九
數
」
と
あ
り
、
六
儀
は
、「
祭

祀
之
容
・
賓
客
之
容
・
朝
廷
之
容
・
喪
紀
之
容
・
軍
旅
之
容
・
車
馬
之
容
」
と
あ
る
。

國
子
た
ち
は
や
が
て
王
に
從
い
成
人
と
し
て
樣
々
な
行
事
・
儀
式
に
参
加
す
る
。

國
子
を
指
導
す
る
の
に
、「
藝
」
と
「
儀
」
を
敎
え
た
の
で
あ
る
。
藝
と
は
技
藝
、

技
術
、
わ
ざ
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
數
項
目
に
分
か
れ
る
の
で

數
と
と
も
に
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
儀
は
こ
こ
で
は
儀
式
を
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

「
〜
之
容
」
と
名
付
け
て
い
る
。「
容
」
は
、
儀
式
な
ど
に
臨
ん
で
の
、
服
裝
や
身

な
り
、
ま
た
態
度
振
る
舞
い
な
ど
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

以
下
、
六
書
が
含
ま
れ
る
六
藝
の
細
目
を
順
に
見
て
い
く
。『
周
禮
』
の
原
文



轉
注
と
は
何
か

六

に
は
名
稱
の
み
で
說
明
の
語
句
は
な
い
。
漢
の
鄭
玄
の
注
と
唐
の
賈
公
彥
の
疏
に

從
い
、
孫
詒
讓
の
注（
17
）を
參
照
し
て
見
て
い
く
。

五
禮

「
禮
」
と
は
社
交
儀
禮
の
こ
と
で
あ
る
。
種
々
の
交
際
で
の
儀
式
進
行
と
言
動

の
次
第
を
い
う
。
鄭
玄
は
、「
吉
・
凶
・
賓
・
軍
・
嘉
」
と
注
す
る
。
賈
公
彥
が
、

「
大
宗
伯
の
文
」
と
い
う
の
で
、『
周
禮
』
春
官
・
大
宗
伯（
18
）を
み
る
と
、
吉
禮
は
、

上
帝
か
ら
日
月
星
辰
な
ど
樣
々
な
神
々
・
先
王
へ
の
祭
祀
。
凶
禮
は
、
葬
禮
。
賓

禮
は
、
邦
國
か
ら
の
賓
客
の
接
遇
。
軍
禮
は
、
軍
事
。
嘉
禮
は
、
宗
族
と
の
飲
食
、

冠
婚
や
異
性
の
國
と
の
宴
會
と
あ
る
。
す
べ
て
動
作
で
あ
る
。
子
弟
た
ち
が
大
人

と
な
っ
て
參
加
す
る
式
次
第
と
そ
の
振
る
舞
い
方
を
敎
え
た
の
で
あ
る
。

六
樂

鄭
玄
は
、「
雲
門
、
大
咸
、
大
韶
、
大
夏
、
大

、
大
武
」
と
注
す
る
。
賈
公

彥
が
、「
大
司
樂
」
の
文
と
い
う
の
で
、『
周
禮
』
春
官
・
大
司
樂（
19
）を
見
る
と
、「
樂

舞
を
以
て
國
子
に
敎
ふ
」
と
あ
り
、
鄭
玄
よ
り
も
一
つ
多
い
「
大
卷
」
が
あ
り
計

七
つ
を
載
せ
、
そ
れ
ら
を
「
舞
う
」
と
記
す
。
七
曲
は
そ
れ
ぞ
れ
黃
帝
・
堯
・
舜
・

禹
・
湯
王
・
武
王
の
六
者
を
稱
え
る
も
の
で
あ
り
、「
大
卷
」
も
「
雲
門
」
と
と

も
に
黃
帝
の
樂
と
あ
る
の
で
、
合
わ
せ
て
「
六
樂
」
と
な
る
。
つ
ま
り
祭
祀
の
樂

曲
と
舞
踊
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
廟
等
に
お
け
る
儀
式
の
際
に
、
子
弟
た
ち
は
自

ら
歌
い
、舞
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
樂
曲
を
形
式
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
で
は
な
い
。

五
射

鄭
玄
は
鄭
衆
（
鄭
司
農
）
の
說
を
引
い
て
、「
白
矢
・
參
連
・
剡え

ん

注
・
襄
尺
・

井
儀
」
と
名
を
擧
げ
る（
20
）。
賈
公
彥
の
疏
に
よ
る
と
下
記
の
よ
う
に
な
る
。「
白
矢
」

は
矢
が
的
を
射
ぬ
い
て
矢
じ
り
が
白
く
見
え
る
こ
と
。
こ
れ
は
強
く
射
る
べ
き
こ

と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
參
連
」
は
、
一
矢
を
放
っ
た
後
、
三
連
續
で

矢
を
射
る
こ
と
。「
剡
注
」
は
矢
羽
根
を
高
く
矢
じ
り
を
低
く
し
て
射
る
と
あ
る

の
で
、
高
所
か
ら
下
に
向
け
て
の
射
撃
の
よ
う
で
あ
る
。「
剡
」
は
銳
い
意
。「
襄

尺
」は
主
君
と
竝
ん
で
射
る
時
は
後
ろ
に
一
尺
下
が
っ
て
射
る
こ
と
。「
襄
」は「
讓
」

の
意
。「
井
儀
」
は
四
矢
を
井
桁
の
形
の
よ
う
に
的
に
中
て
る
こ
と
。

つ
ま
り
は
弓
射
の
型
が
竝
ん
で
い
る
。
し
ぐ
さ
の
分
類
で
あ
る
。
け
っ
し
て
五

種
類
の
弓
の
分
類
や
、
弓
の
構
造
や
製
造
方
法
な
ど
で
は
な
い
。

五
馭

鄭
玄
は
鄭
衆
（
鄭
司
農
）
の
說
を
引
い
て
、「
鳴
和
鸞
、
逐
水
曲
、
過
君
表
、

舞
交
衢
、逐
禽
左
」と
列
擧
す
る（
21
）。「
鳴
和
鸞
」は
馬
車
の
鈴
で
あ
る「
和
」と「
鸞
」

と
が
呼
應
し
て
鳴
る
よ
う
に
調
子
よ
く
走
ら
せ
る
こ
と
。「
逐
水
曲
」
と
は
、
水

流
の
湾
曲
に
沿
っ
て
そ
れ
と
同
樣
に
湾
曲
し
て
走
ら
せ
る
こ
と
。「
過
君
表
」
は
、

馬
車
が
主
君
の
前
を
通
過
す
る
時
の
禮
儀（
22
）。「
舞
交
衢
」
と
は
、
他
車
と
行
き
違

い
交
差
す
る
道
で
は
他
車
と
衝
突
し
な
い
よ
う
に
馬
車
を
舞
う
が
ご
と
く
旋
廻
さ

せ
る
こ
と
。「
逐
禽
左
」
と
は
、
狩
獵
の
時
に
、
弓
を
射
易
い
よ
う
に
獲
物
が
左

に
な
る
よ
う
に
走
ら
せ
る
こ
と
。

つ
ま
り
馬
車
の
五
通
り
の
走
ら
せ
方
、
操
り
方
、
動
作
で
あ
る
。
子
弟
た
ち
が

自
ら
馬
車
に
乘
り
、
手
綱
を
握
っ
て
疾
走
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
斷
じ
て
五
種
類
の

馬
車
で
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
「
五
車
」
と
名
づ
け
る
は
ず
で
あ
る
。

九
數

鄭
玄
は
鄭
衆
（
鄭
司
農
）
の
說
を
引
い
て
、「
方
田
・
粟
米
・
差
分
・
少
廣
・

商
功
・
均
輸
・
方
程
・
赢
不
足
・
旁
要
。
今
有
重
差
・
夕
桀
・
句
股
也
」
と
列
擧
し
、

賈
公
彥
は
、
み
な
『
九
章
算
術
』
に
依
っ
て
い
る
と
言
う（
23
）。
そ
れ
ぞ
れ
田
畑
の
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面
積
、
糧
食
の
換
算
比
率
、
税
賦
の
分
配
、
土
地
の
體
積
、
運
輸
費
用
の
配
分
、

方
程
式
、
過
不
足
・
損
益
等
々
の
計
算
方
法
で
あ
る
。
十
の
十
倍
が
百
と
か
、
千

の
十
倍
が
萬
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
、
數
の
名
の
解
說
で
は
な
い
。

以
上
、「
六
書
」
以
外
の
五
藝
の
内
容
を
見
て
き
た
。
こ
の
五
藝
す
べ
て
に
共

通
し
て
言
え
る
こ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
皆
、國
子
み
ず
か
ら
が
行
う
動
作
で
あ
り
、

い
わ
ば
「
コ
ト
」
の
分
類
で
あ
る
。
決
し
て
「
モ
ノ
」
の
分
類
で
は
な
い
。
目
に

見
え
る
モ
ノ
を
竝
べ
た
の
で
は
な
く
、
す
る
コ
ト
を
列
擧
し
て
い
る
。

五
禮
と
は
五
種
類
の
儀
禮
の
行
い
方
・
進
め
方
で
あ
り
、
六
樂
と
は
六
種
類
の

自
ら
が
踊
る
舞
い
で
あ
っ
て
、
鑑
賞
す
る
對
象
の
音
樂
で
は
な
い
。
五
射
は
よ
り

明
確
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
五
種
類
の
弓
の
作
り
方
な
ど
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

五
馭
も
同
樣
に
馬
車
の
操
り
方
で
あ
っ
て
、
五
種
類
の
馬
車
す
な
わ
ち
「
五
車
」

と
は
名
付
け
て
い
な
い
。
五
番
目
が
六
書
で
、
最
後
の
九
數
は
九
種
類
の
計
算
方

法
で
あ
る
。
す
べ
て
「
す
る
こ
と
」
の
分
類
で
あ
っ
て
、も
の
の
分
類
で
は
な
い
。

と
な
れ
ば
、
六
書
も
出
來
上
が
っ
て
い
る
漢
字
の
外
觀
に
よ
る
分
類
で
は
あ
り

え
な
い
。
漢
字
の
構
造
原
理
な
ど
と
言
う
の
は
、的
外
れ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
モ
ノ
」
の
分
類
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
音
に
よ
る
分
類
で
も
な
く
、
意
味
に

よ
る
分
類
で
も
な
い
。
さ
ら
に
は
小
篆
や
鳥
蟲
書
等
の
い
わ
ゆ
る
書
體
の
區
分
で

も
あ
り
え
な
い
。
六
書
も
「
コ
ト
」
の
分
類
な
の
で
あ
る
。「
六
文
」
で
も
な
け

れ
ば
、「
六
字
」
で
も
な
く
、「
六
書
」
と
稱
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
書
く
こ
と
、
書
き
方
の
六
種
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
所
謂

書
法
・
書
道
と
い
う
時
の
よ
う
に
漢
字
を
如
何
に
美
し
く
書
く
か
で
も
な
い
。
そ

れ
は
言
葉
を
如
何
に
し
て
文
字
に
記
す
か
と
い
う
表
記
法
で
あ
る
。
口
か
ら
發
せ

ら
れ
た
瞬
閒
に
消
え
て
ゆ
き
、
記
憶
に
し
か
殘
ら
な
い
言
葉
を
、
ど
う
や
っ
て
目

に
見
え
る
形
と
し
て
竹
帛
の
上
に
留
め
る
の
か
。
い
ま
漢
字
と
總
稱
さ
れ
て
い
る

文
字
體
系
を
使
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
言
葉
を
書
き
表
す
の
か
。
そ
の
六
種
の
方
法

が
「
六
書
」
で
あ
る
。

鄭
玄
は
鄭
衆
（
鄭
司
農
）
の
說
を
引
い
て
、
上
述
の
よ
う
に
「
象
形
、
會
意
、

轉
注
、
處
事
、
假
借
、
諧
声
也
」
と
名
を
列
擧
す
る
の
み
。
賈
公
彥
は
、『
說
文

解
字
』と
は
少
し
異
な
る
說
明
を
し
て
い
る（
24
）。
轉
注
の
所
の
み
引
く
。「
建
類
一
首
、

文
意
相
受
、左
右
相
注
」
と
あ
る
。「
建
類
一
首
」
は
『
說
文
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、

「
同
意
相
受
」
が
「
文
意
相
受
」
と
な
り
、「
左
右
相
注
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
左

右
の
意
味
す
る
所
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。
賈
公
彥
の
疏
の
解
釋
は
本
論
か
ら
外
れ

る
の
で
今
は
措
く
。

先
に
河
野
氏
の
說
を
受
け
て
、
轉
注
は
「
異
音
・
類
義
の
同
字
異
語
」
で
あ
り
、

假
借
は
「
同
音
・
異
義
の
同
字
異
語
」
で
あ
る
（
類
義
は
通
義
と
言
い
換
え
て
も

よ
い
）と
述
べ
た
。
し
か
し
、こ
の
定
義
は
モ
ノ
と
し
て
の
說
明
で
あ
る
。「
異
音
・

類
義
の
同
字
異
語
」
を
ど
う
讀
む
か
で
は
な
く
、「
異
音
の
類
義
語
を
同
字
で
書

く
コ
ト
」
こ
そ
、
轉
注
で
あ
る
。
同
樣
に
假
借
は
、「
同
音
の
異
義
語
を
同
字
で

書
く
コ
ト
」
で
あ
る
。

轉
注
の
意
味
が
長
ら
く
「
不
明
」
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
こ
に
原
因
が
あ
る
。
コ

ト
の
分
類
を
モ
ノ
の
分
類
と
誤
解
し
た
か
ら
で
あ
る
。

四
、「
造
字
」
と
は
「
字
に
造
る
」
こ
と

『
漢
書
』
藝
文
志
の
小
學
の
項
に
、「
象
形
・
象
事
・
象
意
・
象
聲
・
轉
注
・
假
借
、

造
字
之
本
也
」
と
あ
る
。
後
漢
の
班
固
は
劉
歆
の
『
七
略
』
に
基
づ
き
、
六
書
を

「
造
字
之
本
也（
25
）」
と
說
明
し
た
。「
造
字
」
と
は
ど
う
す
る
こ
と
な
の
か
。
そ
れ



轉
注
と
は
何
か

八

に
注
し
た
唐
の
顏
師
古
は
、「
文
字
之
義
、
總
歸
六
書
、
故
曰
立
字
之
本
焉（
26
）」
と

言
う
。「
立
字
」
と
言
い
換
え
て
い
る
が
、「
立
」
は
作
り
上
げ
る
意
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
字
を
配
置
す
る
・
竝
べ
る
意
に
も
取
れ
る
。

劉
欽
の
い
う
「
造
字
」
は
、字
の
造
り
方
で
あ
る
と
一
般
に
解
釋
さ
れ
て
き
た
。

六
書
と
は
六
種
類
の
漢
字
の
構
造
原
理
で
あ
る
と
い
う
說
明
が
よ
く
な
さ
れ
る

が
、
そ
れ
は
閒
違
っ
て
い
る
こ
と
を
前
項
で
指
摘
し
た
。
六
書
は
モ
ノ
の
分
類
で

は
な
く
、
コ
ト
の
分
類
で
あ
る
。
す
る
と
「
造
字
」
は
、
言
葉
を
字
で
表
す
こ
と

を
い
う
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
字
」
字
は
多
く
の
意
味
を
持
っ
て
使
わ
れ
る
。
一
つ
は
字
形
、

他
に
は
音
義
を
含
ん
だ
語
の
意
味
に
も
な
る
。「
字
」
字
の
多
義
性
を
意
識
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
を
次
に
進
め
る
前
に
、「
字
」
と
い
う
字
が
樣
々

な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
字
」
字
や
、「
轉
注
」「
假
借
」
そ
の
他
を
、

左
記
の
表
（
二
）
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
く（
27
）。「
造
字
」
の
字
は
こ
の
表
の
「
字
１
」

（
文
字
・
漢
字
）
で
あ
る
。「
字
４
」（
字
形
・
字
體
）
で
も
、「
字
２
」（
言
葉
・
語
）

で
も
な
い
。

表
（
二
）

文字

漢字

文１・字１

形

文
４

字
４

字
形
・
字
體

同
形

同
形

音
・
聲

字
音
・
發
音

同
音

異
音

義
・
意
２

文
３

字
３

字
義
・
字
意

異
義

同
義
（
通
義
）

音聲

語・
言葉
（概念）

事
・
意
１

文
２

字
２

語
義
・
意
味

異
語

異
語

（
音
・
聲
）

（
別
稱
）

假
借

轉
注

「
造
字
」
を
ふ
つ
う
「
字
を
造
る
」
と
讀
み
下
す
が
、
私
は
訓
じ
方
を
變
え
る

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。六
書
は
、字
形
で
は
な
く
語
の
表
記
の
意
で
あ
る
か
ら
、「
字

に
造
る
」
と
讀
む
こ
と
を
提
案
す
る
。
造
る
對
象
は
言
葉
で
あ
る
。
語
と
言
っ
て

も
よ
い
。
字
は
結
果
で
あ
る
。
言
葉
を
「
字
に
造
る
」
こ
と
で
あ
る
。
口
か
ら
發

せ
ら
れ
た
瞬
閒
、
記
憶
に
は
殘
っ
て
も
、
す
ぐ
に
消
え
て
い
く
言
葉
を
、
目
に
見

え
る
形
に
し
て
時
を
超
え
て
留
め
る
。
現
在
で
は
「
漢
字
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
文

字
に
し
て
、
言
葉
を
書
き
留
め
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
字
に
造
る
」
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
造
」
は
「
イ
タ
ル
・
イ
タ
ス（
28
）」
と
讀
ん
で
も
よ
い
。
言
葉
を
文
字
と

い
う
形
に
到
達
さ
せ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
班
固
は
「
造
」
を
こ
の
意
味
で

使
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

字
に
造
る
六
通
り
の
方
法
、
そ
れ
が
六
書
で
あ
る
。
形
を
な
ぞ
る
の
が
象
形
、

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
指
し
示
す
の
が
指
事
、
複
數
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
別
の

一
つ
の
概
念
を
表
す
の
が
會
意
、
意
味
分
類
を
表
す
文
字
と
發
音
を
し
め
す
文
字

を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
形
聲
、
も
と
も
と
は
別
の
語
を
表
し
て
い
る
文
字
を
音
の

類
似
で
借
り
て
き
て
表
す
の
が
假
借
、
そ
し
て
意
味
が
同
じ
文
字
あ
る
い
は
共
通

す
る
概
念
を
持
つ
文
字
を
持
っ
て
き
て
轉
じ
て
使
う
の
が
轉
注
で
あ
る
。「
注
」

の
意
味
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
文
字
を
竹
帛
等
の
上
に
書
き
込
む
こ
と
で
あ
る
。

な
お
轉
注
と
假
借
に
つ
い
て
は
前
掲
の
表
（
二
）
の
下
段
を
参
照
さ
れ
た
い
。

例
え
ば
、「
然
」
字
は
六
書
と
し
て
ど
う
說
明
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
「
し
か
り
」
の
意
で
使
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、假
借
で
あ
る
。
し
か
し
「
も

え
る
」
意
で
使
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
肉
」「
犬
」「
火
」
と
い
う
三
「
文
」

を
合
わ
せ
た
會
意
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
字
形
は
專
ら
「
し
か
り
」
の
意
を

表
す
爲
に
使
わ
れ
、
讀
む
際
の
混
亂
を
防
ぐ
爲
に
、
後
に
新
た
に
「
燃
」
字
が
造
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ら
れ
て
二
語
を
區
別
し
て
書
き
分
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
燃
」
字
は
、
形
聲
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

言
葉
か
ら
離
れ
て
字
形
の
み
で
は
、
六
書
の
說
明
は
で
き
な
い
。
文
字
と
は
言

葉
を
寫
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
語
（
文
字
言
語
）
が
一
旦

成
立
す
る
と
、
漢
字
が
表
意
文
字
で
あ
る
こ
と
も
手
傳
っ
て
、「
音
聲
言
語
」
と

の
乖
離
が
進
ん
で
い
っ
た
。
や
が
て
文
語
を
綴
る
時
、
日
常
の
言
葉
と
は
無
關
係

に
作
文
す
る
よ
う
に
な
る
。そ
う
し
て
字
形
の
み
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

六
書
と
は
そ
の
字
形
を
ど
の
よ
う
に
造
る
か
で
あ
る
と
い
う
誤
解
が
生
じ
た
た
め

に
、
轉
注
が
意
味
不
明
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

は
じ
め
に
河
野
六
郎
氏
の
、
假
借
と
轉
注
と
を
「
同
字
異
語
」
と
す
る
說
を
紹

介
し
た
。
こ
れ
は
「
異
語
同
字
」
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
音
（
類
音
を
含
む
）

の
異
語
を
同
字
で
書
き
表
す
の
が
假
借
。
同
意
（
類
義
を
含
む
）
の
異
語
（
當
然
、

異
音
で
あ
る
）
を
同
字
で
書
き
表
す
の
が
轉
注
で
あ
る
。
林

氏
も
同
樣
の
見
方

を
し
、「
一
形
多
讀
」が
轉
注
で
あ
る
と
し
た
。
讀
む
立
場
か
ら
見
る
の
で
は
な
く
、

書
く
立
場
か
ら
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
六
書
」
は
、
漢
字
の
構
成
原
理
と
い

う
よ
う
な
モ
ノ
の
分
類
で
は
な
く
、
言
葉
を
「
漢
字
」
で
ど
の
よ
う
に
書
き
表
す

か
と
い
う
コ
ト
の
分
類
で
あ
る
。
文
字
の
分
類
で
は
な
く
、
表
記
法
の
分
類
で
あ

る
。「
造
字
」
と
は
「
字
を
造
る
」
こ
と
で
は
な
く
「（
言
葉
を
）
字
に
造
る
」
こ

と
で
あ
る
。
轉
注
が
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
の
は
、
コ
ト
の
分
類
を
モ
ノ
の
分
類

と
誤
解
し
た
の
と
、
轉
注
の
字
の
多
く
が
書
き
換
え
ら
れ
て
姿
を
變
え
た
爲
で
あ

る
。

轉
注
の
字
は
、
讀
む
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
二
語
つ
ま
り
二
音
の
ど
ち
ら
で
讀
む

べ
き
か
と
い
う
曖
昧
さ
を
持
っ
て
い
る
。
誤
讀
を
防
ぐ
た
め
に
、
後
世
に
な
る
と

片
方
が
別
字
で
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
金
文
で
「
立
」
字
が
「
立
ち
位
置
」
の

意
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
後
に
人
偏
を
加
え
た
「
位
」
字
が
作
ら
れ
て

こ
の
二
語
を
書
き
分
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
脈
に
依
り
、
そ
の
字
を
二
語
の
ど

ち
ら
で
讀
む
べ
き
か
が
混
亂
な
く
判
別
で
き
る
字
に
「
樂
」
が
あ
る
。「
音
樂
」

の
意
な
の
か
「
悅
樂
」
の
樂
な
の
か
、
こ
の
二
語
は
ほ
ぼ
迷
う
こ
と
な
く
讀
み
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
今
日
ま
で
同
形
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
。

轉
注
の
釋
例
と
し
て
、
次
の
字
例
を
提
示
す
る
。
な
お
反
切
は
『
廣
韻
』
に
依

る
。日

本
語
で
「
さ
だ
む
」
と
訓
じ
る
字
に
、「
奠
」
と
「
定
」（
上
古
音
は
共
に
耕

部
定
母
）
が
あ
る（
29
）。
上
古
の
時
代
に
音
の
異
な
る
「
サ
ダ
ム
」
意
の
二
語
が
あ
り
、

書
く
場
合
に
は
、
こ
の
二
字
が
そ
れ
ぞ
れ
に
使
わ
れ
た
。
讀
む
者
は
二
語
の
う
ち

の
馴
染
ん
で
い
る
語
の
音
で
そ
れ
ぞ
れ
を
發
音
し
た
の
に
違
い
な
い
。
後
世
そ
れ

ぞ
れ
、「
堂
練
切
」（
吳
音
は
デ
ン
、漢
音
は
テ
ン
）
の
語
は
「
奠
」
字
で
書
き
、「
丁

定
切
」（
テ
イ
）
の
語
は
「
定
」
と
書
い
て
區
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
書
き
分
け
が
固
定
す
る
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
聲
符
と
す
る
、「
鄭
」（
耕
部
澄

母
・
直
正
切
・
テ
イ
）、「
淀
」（
耕
部
定
母
・
堂
練
切
・
奠
と
同
音
の
テ
ン
）、「
綻
」

（
元
部
澄
母
・
丈

切
・
タ
ン
）
な
ど
が
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
例
、『
史
記
』
陳
涉
世
家
に
、「
王
侯
將
相
、
寧
有
種
乎
」
と
い
う
有
名

な
句
が
あ
る
。「
寧
」字
は
反
語
を
表
す
助
字
で「
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
」と
訓
讀
み
す
る
。

音
は
「
奴
丁
切
」（
ネ
イ
）。
し
か
し
他
の
反
語
の
助
字
は
、「
安
」「
焉
」「
惡
」

等
の
字
で
表
さ
れ
る
。
今
「
安
寧
」
と
い
う
熟
語
が
あ
り
、
こ
の
二
字
は
そ
れ
ぞ



轉
注
と
は
何
か

一
〇

れ
「
ヤ
ス
ラ
カ
」
の
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
前
漢
の
時
代
、「
ヤ
ス
ラ
カ
」
を
意
味

す
る
二
語
が
あ
っ
た
。
書
く
場
合
に
「
安
」「
寧
」
の
二
字
が
混
用
さ
れ
て
お
り
、

「
寧
」
字
を
「
安
」
字
と
同
音
の
「
烏
寒
切
・
ア
ン
」
で
發
音
す
る
人
も
多
く
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
陳
涉
世
家
の
物
語
を
書
き
留
め
た
人
物
は
、
お
そ
ら
く
反
語
を

表
す
「
烏
寒
切
」
と
發
音
す
る
言
葉
を
、「
寧
」
字
で
書
き
記
し
た
の
に
違
い
な
い
。

司
馬
遷
も
「
寧
」
字
を
「
烏
寒
切
」
で
發
音
し
な
が
ら
讀
み
、
そ
の
ま
ま
に
書
き

寫
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
寧
有
種
乎
」
は
「
安
有
種
乎
」
と
同
樣
に
發
音
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

三
つ
目
と
し
て
、
戰
國
貨
幣
文
字
の
百
が
「
全
」
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
例
が

あ
る（
30
）。
但
し
字
形
が
異
な
っ
て
お
り
、「
全
し
」
の
意
の
「
全
」
字
は
、
中
央
の

橫
線
の
一
本
が
短
い
か
或
い
は
省
略
さ
れ
て
二
本
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
一
方

で
百
の
意
の
「
全
」
字
は
三
本
の
橫
線
が
等
し
い
。「
完
全
で
あ
る
・
す
べ
て
揃
っ

て
い
る
・
缺
け
て
い
な
い
」
と
い
う
概
念
と
、「
百
物
」「
百
事
」
と
い
う
よ
う
に

「
種
々
・
あ
ら
ゆ
る
・
數
が
多
い
」
等
の
意
も
あ
る
「
百
」
と
、
概
念
に
關
聯
性

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、「
轉
注
」
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
字
形
が

異
な
る
こ
と
か
ら
そ
の
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
二
語
を
區
別
す
る

た
め
に
す
で
に
「
異
體
」
化
さ
れ
た
後
の
姿
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

轉
注
の
字
は
片
方
が
、「
異
體
・
點
畫
の
追
加
・
意
符
の
追
加
・
聲
符
の
追
加
」

な
ど
に
よ
り
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
ま
た
轉
注
は
、
音
樂
と
悅
樂
の
「
樂
」
の
例

の
よ
う
に
、
か
な
り
意
味
が
離
れ
た
語
に
も
使
わ
れ
る
。
出
土
資
料
の
釋
讀
に
お

い
て
轉
注
と
假
借
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
日
本
語
の
表
記
に
お
い
て
「
轉
注
」
は
ご
く
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
書
き
添
え
る
。
例
え
ば
、「
生
き
る
・
生
ま
れ
る
」
や
、「
生
物
（
な
ま
も

の
）・
生
物
（
い
き
も
の
・
せ
い
ぶ
つ
）」
と
か
、「
よ
ご
れ
・
け
が
れ
」
が
と
も

に
「
汚
れ
」
と
書
か
れ
た
り
、「
う
お
・
さ
か
な
」
が
と
も
に
「
魚
」
で
あ
る
等
々
、

枚
擧
に
暇
が
な
い
。
ル
ビ
や
送
り
假
名
が
な
い
と
ど
ち
ら
で
讀
む
の
か
に
迷
う
時

も
多
く
、
ま
た
ど
ち
ら
で
讀
ん
で
も
意
味
が
變
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
讀
む
立
場

か
ら
の
名
稱
で
あ
る
「
訓
讀
み
」
の
言
い
方
し
か
な
い
の
で
、
意
識
し
な
い
だ
け

で
あ
る
。
そ
も
そ
も
訓
讀
み
に
從
い
大
和
言
葉
（
固
有
日
本
語
）
を
漢
字
で
表
記

す
る
こ
と
が
轉
注
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
漢
字
に
依
る
日
本
語
の
表
記

が
可
能
と
な
っ
た（
31
）。

注古
音
の
分
部
や
反
切
は
、
小
學
堂
（http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw

/

）
の
漢
字
古
今

音
資
料
庫
（http://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw

/ccr#

）
に
よ
る
。

（
1
）
河
野
六
郎
「
轉
注
考
」（『
文
字
論
』
三
省
堂
、
一
九
九
四
年
九
月
）
頁
四
五
〜

六
八
、
原
載
『
東
洋
學
報
』
第
五
九
卷
、
三
・
四
號
（
一
九
七
八
年
三
月
）
頁
一
〜

二
三
。
再
錄
『
河
野
六
郎
著
作
集
』
3
文
字
論
・
雜
纂
（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
頁

一
二
七
〜
一
二
七
。
ま
た
以
下
に
中
文
譯
と
批
評
が
載
る
。
周
法
高「
讀
河
野
六
郎『
論

轉
注
』」（『
大
陸
雜
誌
』
五
九
卷
二
期
、
一
九
七
九
年
）
頁
一
〜
二
一
。
そ
の
中
で
、

河
野
說
と
同
じ
現
象
に
つ
い
て
旣
に
、
戴
君
仁
「
同
形
異
字
」（
台
灣
大
學
文
史
哲
學

報
第
十
二
期
、
再
錄
『
梅
園
論
學
集
』（
臺
灣
開
明
書
店
、
一
九
七
〇
年
九
月
）
頁

一
〇
一
〜
一
一
七
）
が
あ
り
、
三
種
に
分
け
た
内
の
第
三
、「
凡
以
一
字
之
形
、
表
示

同
義
異
音
之
兩
語
」
に
當
る
と
し
て
九
例
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
六
書
」
は
言
葉

の
表
記
法
で
あ
る
と
い
う
觀
點
に
は
氣
附
い
て
い
な
い
。

 

な
お
『
文
字
論
』
に
收
め
ら
れ
る
「
六
書
に
つ
い
て
」「
假
借
論
」
そ
の
他
の
論
考
も

参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）『
漢
書
』
卷
三
〇
・
藝
文
志
に
、「
會
向
卒
、
哀
帝
復
使
向
子
侍
中
奉
車
都
尉
歆
卒

父
業
。
歆
於
是
總
群
書
而
奏
其
七
略
、故
有
輯
略
、有
六
藝
略
、有
諸
子
略
、有
詩
賦
略
、

有
兵
書
略
、
有
術
數
略
、
有
方
技
略
。
今
删
其
要
、
以
備
篇
輯
」
と
あ
る
。

（
3
）『
後
漢
書
』
列
傳
二
六
・
鄭
范
陳
賈
張
列
傳
を
参
照
。
鄭
興
傳
に
「
天
鳳
中
、
將
門

人
從
劉
歆
講
正
大
義
、
歆
美
興
才
」
と
あ
る
。
な
お
鄭
衆
は
大
司
農
に
昇
っ
た
た
め
鄭

司
農
と
も
稱
さ
れ
る
。



一
一

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

（
4
）『
説
文
解
字
』
卷
一
五
下
に
載
る
許
愼
の
子
沖
に
よ
る
上
書
に
、「
臣
父
故
大
尉
南

閤
祭
酒
愼
、本
從
逵
受
古
學
」
と
あ
る
。
ま
た
『
後
漢
書
』
列
傳
二
六
、賈
逵
傳
に
、「
父

徽
、
從
劉
歆
受
左
氏
春
秋
、
兼
習
國
語
・
周
官
」（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
。
頁

一
二
三
四
）
と
あ
る
。

（
5
）
こ
の
表
は
、
裘
錫
圭
『
文
字
學
概
要
』（
商
務
印
書
館
一
九
八
八
年
）
六
（
一
）
六

書
說
お
よ
び
、
福
本
雅
一
「
說
文
解
字
敍
」
補
注
（
二
玄
社
『
書
論
大
系
』
第
一
卷
、

頁
六
〇
）
を
參
考
に
し
た
。

（
6
）
衛
恆
（
？
―
二
九
一
）、
字
は
巨
山
、
河
東
安
邑
（
今
の
山
西
省
夏
縣
）
の
人
。
西

晉
の
書
家
。「
四
體
書
勢
」
は
『
晉
書
』
卷
三
六
・
衛

傳
附
衛
恆
傳
に
載
る
。
そ
の
他
、

『
書
苑
菁
華
』
卷
三
、『
說
郛
』
卷
八
六
下
、『
佩
文
齋
書
畫
譜
』
卷
一
に
も
載
る
。
な

お
上
田
早
苗
氏
に
よ
る
譯
注
が
、『
中
國
書
論
大
系
』
第
一
卷
・
漢
魏
晉
南
北
朝
（
二

玄
社
、
一
九
七
七
年
）
に
載
る
。
主
に
書
體
を
論
じ
た
文
章
で
あ
る
が
、
冒
頭
部
分
に

『
說
文
』
と
重
な
る
記
述
が
あ
り
、
轉
注
と
假
借
に
つ
い
て
は
少
々
異
な
る
說
明
を
し

て
い
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。「
昔
在
黃
帝
、
創
制
造
物
。
有
沮
誦
・
倉
頡
者
、
始
作

書
契
、
以
代
結
繩
、
蓋
覩
鳥
跡
以
興
思
也
。
因
而
遂
滋
、
則
謂
之
字
、
有
六
義
焉
。
一

曰
指
事
、
上
・
下
是
也
。
二
曰
象
形
、
日
・
月
是
也
。
三
曰
形
聲
、
江
・
河
是
也
。
四

曰
會
意
、
武
・
信
是
也
。
五
曰
轉
注
、
老
・
考
是
也
。
六
曰
假
借
、
令
・
長
是
也
。
夫

指
事
者
、
在
上
爲
上
、
在
下
爲
下
。
象
形
者
、
日
滿
月
虧
、
效
其
形
也
。
形
聲
者
、
以

類
爲
形
、
配
以
聲
也
。
會
意
者
、
止
戈
爲
武
、
人
言
爲
信
也
。
轉
注
者
、
以
老
壽
考
也
。

假
借
者
、
數
言
同
字
、
其
聲
雖
異
、
文
意
一
也
」。

（
7
）
注
（
1
）
前
揭
書
の
頁
六
一
、
行
一
三
〜
一
五
。
原
載
、
頁
一
七
、
行
一
五
〜
行

一
六
。
た
だ
し
、「
轉
用
す
る
」
の
表
現
は
、原
載
で
は
「
派
生
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、

書
き
直
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
注
（
1
）
前
揭
書
の
頁
六
一
、
行
一
七
〜
頁
六
二
、
行
八
。
原
載
、
頁
一
八
、
行

三
〜
行
一
二
。

（
9
）『
說
文
』
犬
部
に
、「
類
、
種
類
相
似
、
唯
犬
爲
甚
。
从
犬
頪
聲
」
と
あ
り
、
段
玉

裁
は
、「
本
謂
犬
相
似
、
引
伸
叚
借
爲
凡
相
似
之

」
と
注
す
る
。

（
10
）
類
義
語
の
範
疇
に
、
河
野
氏
が
擧
げ
た
「
車
」
字
の
九
魚
切
と
昌
遮
切
の
二
音
の

例
等
の
他
に
、「
度
」　

が
名
詞
の
時
に
は
「
徒
故
切
」、
動
詞
の
時
は
「
徒
落
切
」
と

發
音
す
る
よ
う
な
例
の
、
所
謂
「
陰
入
對
轉
」
の
「
語
源
が
同
じ
」
二
語
も
含
め
る
べ

き
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
さ
ら
に
檢
討
し
た
い
。

（
11
）
林

「
古
文
字
轉
注
擧
例
」（『
第
三
屆
國
際
中
國
古
文
字
學
硏
討
會
論
文
集
』
香

港
中
文
大
學
、
一
九
九
七
年
、
頁
七
八
七
〜
八
一
〇
。
再
錄
、『
林

學
術
文
集
』
中

國
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
頁
三
五
〜
四
三
。
ま
た
こ
の
論
文
の
前
に
林

氏
は
こ
の
轉
注
說
の
元
に
な
る
「
王
・
士
同
源
及
相
關
問
題
」
が
あ
り
、『
林

學

術
文
集
』
中
國
大
百
科
全
書
出
版
社
一
九
九
八
年
、
頁
二
二
〜
二
九
に
收
め
ら
れ
て
い

る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。
な
お
氏
は
注
1
の
河
野
論
文
を
見
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

河
野
說
は
、
一
九
七
九
年
に
台
灣
で
は
紹
介
さ
れ
た
が
、
大
陸
に
は
傳
わ
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

（
12
）
中
國
の
西
南
部
に
居
住
す
る
ナ
シ
族
に
傳
わ
る
文
字
。
表
語
文
字
に
分
類
さ
れ
る
。

ト
ン
パ
（
ま
た
は
ト
ン
バ
）
と
は
司
祭
の
意
。
西
田
龍
雄
『
生
き
て
い
る
象
形
文
字
（
新

裝
版
）』（
五
月
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
を
參
照
。

（
13
）
一
九
九
一
年
に
張
政

先
生
八
十
歲
の
祝
壽
論
文
集
の
爲
に
書
き
上
げ
た
が
、
出

版
が
遅
れ
た
爲
（
一
九
九
六
年
に
『
盡
心
集
（
張
政

先
生
八
十
慶
壽
論
文
集
）』（
中

國
社
會
科
學
出
版
社
）
と
し
て
出
版
さ
れ
る
）、
改
稿
し
て
一
九
九
四
年
八
月
に
、「
王
・

士
同
源
及
相
關
問
題
」
と
題
し
て
東
莞
で
開
か
れ
た
「
紀
念
容
庚
先
生
百
年
誕
辰
曁
中

國
古
文
字
學
學
術
研
討
會
」
で
宣
讀
し
、
後
に
、『
容
庚
先
生
百
年
誕
辰
紀
念
集
（
古

文
字
研
究
專
號
）』
廣
東
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
に
收
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
前
注

（
11
）
に
擧
げ
た
『
林

學
術
文
集
』
中
國
大
百
科
全
書
出
版
社
一
九
九
八
年
、
頁

二
二
〜
二
九
に
再
錄
す
る
。

 

な
お
こ
の
論
文
に
は
、
ト
ン
パ
文
字
の
例
の
前
に
、
シ
ュ
メ
ー
ル
楔
形
文
字
の
一
例
を

擧
げ
る
。

（
14
）
後
に
「
土
」
字
と
區
別
す
る
た
め
に
、
下
部
の
横
棒
を
短
く
し
て
「
士
」
の
字
形

と
な
っ
た
。
一
方
「
土
」
字
の
方
に
點
を
加
え
た
「
圡
」
の
異
體
字
も
あ
る
。

（
15
）
前
注
（
11
）
に
前
揭
書
の
頁
八
〇
六
、
行
一
〜
六
。
再
錄
書
の
頁
四
一
、
行
二
六

〜
二
九
。「
轉
注
就
是
把
記
錄
A
語
詞
的
表
意
字
轉
作
記
錄
B
語
詞
的
表
意
字
。
轉
注

和
假
借
一
樣
、
都
是
對
原
有
字
形
的
利
用
、
但
原
字
被
假
借
後
、
字
音
不
變
只
是
字
義

改
變
了
、
閱
讀
時
只
需
從
上
下
文
判
定
它
用
作
何
義
。
原
字
被
轉
注
後
、
字
的
音
義
都

變
了
。
故
閱
讀
時
要
從
上
下
文
兼
定
其
音
義
」。

（
16
）
孫
詒
讓
『
周
禮
正
義
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
卷
二
六
、
頁
一
〇
一
〇
〜

一
〇
一
七
、お
よ
び
『
周
禮
注
疏
（
十
三
經
注
疏
）』（
北
京
大
學
出
版
社
、二
〇
〇
〇
年
）

卷
一
四
、
頁
四
一
五
〜
―
四
一
八
に
依
る
。「
保
氏
掌
諫
王
惡
。
而
養
國
子
以
道
、
乃

敎
之
六
藝
、
一
曰
五
禮
、
二
曰
六
樂
、
三
曰
五
射
、
四
曰
五
馭
、
五
曰
六
書
、
六
曰
九
數
。

乃
敎
之
六
儀
、
一
曰
祭
祀
之
容
、
二
曰
賓
客
之
容
、
三
曰
朝
廷
之
容
、
四
曰
喪
紀
之
容
、

五
曰
軍
旅
之
容
、
六
曰
車
馬
之
容
。
凡
祭
祀
賓
客
㑹
同
喪
紀
軍
旅
王
擧
、
則
從
。
聽
治

亦
如
之
。
使
其
屬
守
王

」（
句
讀
點
は
改
め
た
。
以
下
同
樣
）
と
あ
る
。
さ
ら
に
も

う
一
ヶ
所
「
書
」
の
一
字
で
は
あ
る
が
、『
周
禮
』
地
官
・
大
司
徒
に
も
載
り
、
そ
の

注
に
は
、「
書
、
六
書
之
品
」
と
い
う
。

（
17
）
前
注
（
16
）
の
前
揭
書
に
同
じ
。

（
18
）『
周
禮
』
春
官
・
大
宗
伯
の
原
文
、

 

以
吉
禮
事
邦
國
之
鬼
神
示
、
以
禋
祀
祀
昊
天
上
帝
、
以
實
柴
祀
日
・
月
・
星
・
辰
、
以

燎
祀
司
中
・
司
命
・

師
・
雨
師
、
以
血
祭
祭
社
稷
・
五
祀
・
五
嶽
、
以
貍
沈
祭
山
林
・



轉
注
と
は
何
か

一
二

川
澤
、
以
疈
辜
祭
四
方
百
物
。
以
肆
獻

享
先
王
、
以
饋
食
享
先
王
、
以
祠
春
享
先
王
、

以

夏
享
先
王
、
以
嘗
秋
享
先
王
、
以
烝
冬
享
先
王
。

 
以
凶
禮
哀
邦
國
之
憂
、
以
喪
禮
哀
死
亡
、
以
荒
禮
哀
凶

、
以
吊
禮
哀
禍
災
、
以
禬
禮

哀
圍
敗
、
以
恤
禮
哀
寇
亂
。

 

以
賓
禮
親
邦
國
、
春
見
曰
朝
、
夏
見
曰
宗
、
秋
見
曰
覲
、
冬
見
曰
遇
、
時
見
曰
會
、
殷

見
曰
同
、
時
聘
曰
問
、
殷

曰
視
。

 

以
軍
禮
同
邦
國
、
大
師
之
禮
、
用

也
。
大
均
之
禮
、
恤

也
。
大
田
之
禮
、
簡

也
。

大
役
之
禮
、
任

也
。
大
封
之
禮
、
合

也
。

 

以
嘉
禮
親
萬
民
、
以
飲
食
之
禮
、
親
宗
族
兄
弟
。
以
婚
冠
之
禮
、
親
成
男
女
。
以
賓
射

之
禮
、
親
故
舊
朋
友
。
以
饗
燕
之
禮
、
親
四
方
之
賓
客
。
以

膰
之
禮
、
親
兄
弟
之
國
。

以
賀
慶
之
禮
、
親
異
姓
之
國
。

 

以
上
、
孫
詒
讓
『
周
禮
正
義
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
卷
三
三
・
三
四
、
頁

一
二
九
七
〜
一
三
六
六
、お
よ
び
『
周
禮
注
疏
（
十
三
經
注
疏
）』（
北
京
大
學
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
卷
一
四
、
頁
五
二
九
〜
五
五
三
。

（
19
）『
周
禮
』
大
司
樂
の
原
文
、

 

以
樂
舞
敎
國
子
、
舞
雲
門
・
大
卷
・
大
咸
・
大
㲈
・
大
夏
・
大

・
大
武
。
此
周
所
存

六
代
之
樂
。
黄
帝
曰
、
雲
門
・
大
卷
、
黄
帝
能
成
名
、
萬
物
以
明
、
民
共
財
、
言
其
德

如
雲
之
所
出
、
民
得
以
有
族
類
。
大
咸
・
咸
池
、
堯
樂
也
。
堯
能
殫
均
刑
法
以
儀
民
、

言
其
德
無
不
施
。
大
韶
、
舜
樂
也
。
言
其
德
能
紹
堯
之
道
也
。
大
夏
、
禹
樂
也
。
禹
治

水
傅
土
、
言
其
德
能
大
中
国
也
。
大

、
湯
樂
也
。
湯
以
寛
治
民
、
而
除
其
邪
、
言
其

德
能
使
天
下
得
其
所
也
。
大
武
、
武
王
樂
也
。
武
王
伐
紂
以
除
其
害
、
言
其
德
能
成
武

功
。
以
上
、
孫
詒
讓
『
周
禮
正
義
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
卷
四
二
、
頁

一
七
二
五
〜
一
七
三
一
、お
よ
び
『
周
禮
注
疏
（
十
三
經
注
疏
）』（
北
京
大
學
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
卷
二
二
、
頁
六
七
七
〜
六
七
九
。

（
20
）
五
射
に
つ
い
て
の
賈
公
彥
の
疏
、「
先
鄭
云
、『
五
射
白
矢
』
已
下
、
無
正
文
、
或

先
鄭

有
所
見
、
或
以
義
而
言
之
。
云
白
矢
者
、
矢
在
侯
而
貫
侯
過
、
見
其
鏃
白
。
云

參
連
者
、
前
放
一
矢
、
後
三
矢
連
續
而
去
也
。
云
剡
注
者
、
謂
羽
頭
高
鏃
低
而
去
、
剡

剡
然
。
云
襄
尺
者
、
臣
與
君
射
、
不
與
君
竝
立
、
襄
君
一
尺
而
退
。
云
井
儀
者
、
四
矢

貫
侯
、
如
井
之
容
儀
也
」。
以
上
、『
周
禮
注
疏
（
十
三
經
注
疏
）』（
北
京
大
學
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
卷
一
四
、
頁
四
一
七
。

（
21
）「
五
馭
」
に
つ
い
て
の
賈
公
彥
の
疏
。「
馭
車
有
五
種
。
云
鳴
和
鸞
者
、
和
在
式
、
鸞

在
衡
。
案
韓
詩
云
、
升
車
則
馬
動
、
馬
動
則
鸞
鳴
、
鸞
鳴
則
和
應
。
先
鄭
依
此
而
言
。

云
逐
水
曲
者
、
無
正
文
、
先
鄭
以
意
而
言
、
謂
御
車
隨
逐
水
勢
之
屈
曲
而
不
墜
水
也
。

云
過
君
表
者
、
謂
若
毛
過
云
、「
褐
纒
旃
以
爲
門
、
裘
纒
質
以
爲
槸
、
閒
容
握
、
驅
而
入
、

轚
則
不
得
入
」。『
穀
梁
』
亦
云
、「
艾
蘭
以
爲
防
、置
旃
以
爲
轅
門
、以
葛
覆
質
以
爲
槷
、

流
旁
握
、御
轚
者
不
得
入
」。
是
其
過
君
表
即
褐
纒
旃
是
也
。
云
舞
交
衢
者
、衢
、道
也
、

謂
御
車
在
交
道
、
車
旋
應
於
舞
節
。
云
逐
禽
左
者
、
謂
御
驅
逆
之
車
、
逆
驅
禽
獸
使
左
、

當
人
君
以
射
之
、
人
君
自
左
射
。
故
『
毛
傳
』
云
、「
故
自
左

而
射
之
、
達
于
右
腢
、

爲
上
殺
」。
又
『
禮
記
』
云
、「
佐
車
止
、
則
百
姓
田
獵
」、
是
也
」。
以
上
、『
周
禮
注

疏
（
十
三
經
注
疏
）』（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
卷
一
四
、
頁
四
一
七
。

（
22
）
孫
詒
讓
『
周
禮
正
義
』（
中
華
書
局
、一
九
八
七
年
）
卷
二
六
、頁
一
〇
一
三
に
、「
君

在
則
必
有
表
位
、
凡
車
過
之
，
當
別
有
儀
以
致
敬
」
と
あ
る
。

（
23
）「
九
數
」
に
つ
い
て
の
賈
公
彥
の
疏
。「
云
九
數
者
、方
田
已
下
、皆
依
『
九
章
算
術
』

而
言
。
云
「
今
有
重
差
・
夕
桀
・
句
股
也
者
、
此
漢
法
增
之
。
馬
氏
注
以
爲
今
有
重
差
・

夕
桀
、
夕
桀
亦
是
算
術
之
名
、
與
鄭
異
。
案
今
『
九
章
』
以
句
股
替
旁
要
、
則
旁
要
・

句
股
之
類
也
」。
以
上
、『
周
禮
注
疏
（
十
三
經
注
疏
）』（
北
京
大
學
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
卷
一
四
、
頁
四
一
八
。

（
24
）
孫
詒
讓
『
周
禮
正
義
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
卷
二
六
、
頁
一
〇
一
三
〜

一
〇
一
四
に
、「
云
六
書
象
形
之
等
、
皆
依
許
氏
說
文
。
云
象
形
者
、
日
月
之
類
是
也
、

象
日
月
形
體
而
爲
之
、
云
會
意
者
、
武
信
之
類
是
也
、
人
言
爲
信
、
止
戈
爲
武
、
會
合

人
意
、
故
云
㑹
意
也
。
云
轉
注
者
、
考
老
之
類
是
也
、
建
類
一
首
、
文
意
相
受
、
左
右

相
注
、
故
名
轉
注
。
云
處
事
者
、
上
下
之
類
是
也
、
人
在
一
上
爲
上
、
人
在
一
下
爲
下
、

各
有
其
處
、
事
得
其
宜
、
故
名
處
事
也
。
云
假
借
者
、
令
長
之
類
是
也
、
一
字
兩
用
、

故
名
假
借
也
。
云
諧
聲
者
、
即
形
聲
、
一
也
、
江
河
之
類
是
也
、
皆
以
水
爲
形
、
以
工

可
爲
聲
。
但
書
有
六
體
、
形
聲
實
多
、
若
江
河
之
類
是
左
形
右
聲
、
鳩
鴿
之
類
是
右
形

左
聲
、
草
藻
之
類
是
上
形
下
聲
、
婆
娑
之
類
是
上
聲
下
形
、
圃
國
之
類
是
外
形
内
聲
、

衡
銜
之
類
是
外
聲
内
形
、此
聲
形
之
等
有
六
也
。
依
鄭
義
、案
『
孝
經
緯
援
神
契
』、

三
皇
無
文
、
則
五
帝
以
下
始
有
文
字
、
故
說
者
多
以
蒼
頡
爲
黄
帝
史
、
而
造
文
字
起
在

黄
帝
、
於
後
滋
益
而
多
者
也
」。

（
25
）『
漢
書
』
卷
三
〇
・
藝
文
志
第
十
に
、「
凡
小
學
十
家
四
十
五
篇
（
中
略
）
古
者
八

歳
入
小
學
、
故
周
官
保
氏
掌
養
國
子
、
敎
之
六
書
、
謂
、
象
形
・
象
事
・
象
意
・
象
聲
・

轉
注
・
假
借
、
造
字
之
本
也
」（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
。
頁
一
七
二
〇
）
と
あ
る
。

（
26
）『
漢
書
』
卷
三
〇
・
藝
文
志
・
小
學
の
注
に
、「
師
古
曰
、
象
形
謂
、
畫
成
其
物
、
隨

體
詰
屈
、
日
月
是
也
。
象
事
、
即
指
事
也
。
謂
、
視
而
可
識
、
察
而
見
、
意
上
下
是
也
。

象
意
、
即
會
意
也
。
謂
、
比
類
合
誼
、
以
見
指
撝
、
武
信
是
也
。
象
聲
、
即
形
聲
。
謂
、

以
事
爲
名
、
取
譬
相
成
、
江
河
是
也
。
轉
注
謂
、
建
類
一
首
、
同
意
相
受
、
考
老
是
也
。

假
借
謂
、
本
無
其
字
、
依
聲
託
事
、
令
長
是
也
。
文
字
之
義
、
總
歸
六
書
、
故
曰
立
字

之
本
焉
」（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
。
頁
一
七
二
二
、
注
〔
四
〕）
と
あ
る
。

（
27
）
言
語
は
音
聲
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
の
前
提
で
作
成
し
た
。
書
き
言
葉

が
確
立
す
る
と
、「
音
声
言
語
」
と
「
文
字
言
語
」
と
に
分
か
れ
る
。「
文
」
字
や
「
字
」

字
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
朱
駿
聲
の
『
說
文
通
訓
定
聲
』
轉
注
に
、「
轉

注
一
字
具
數
字
之
用
、
而
不
煩
造
字
」
と
言
う
句
が
あ
る
。
こ
の
三
「
字
」
は
そ
れ
ぞ



一
三

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

れ
表
（
二
）
の
、
字
４
・
字
２
・
字
１
で
あ
る
。
譯
す
と
、「
轉
注
は
一
つ
の
字
形
を
幾

つ
も
の
語
に
用
い
る
の
で
、
文
字
を
造
る
面
倒
は
な
い
」
で
あ
る
。
ま
た
「
書
同
文
」

と
言
っ
た
場
合
、「
文
」
字
は
、
文
４
で
あ
り
、「
語
の
表
記
は
字
形
を
同
じ
く
（
統
一
）

す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

（
28
）「
造
」
字
は
「
辶
」
に
從
う
字
で
あ
る
の
で
、
も
と
も
と
移
動
す
る
こ
と
に
關
す
る

意
を
表
す
。「
つ
く
る
」
意
の
「
造
」
が
假
借
な
の
か
、
そ
れ
と
も
派
生
義
・
引
伸
義

な
の
か
は
さ
ら
に
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
29
）
實
は
そ
れ
ぞ
れ
に
又
音
が
あ
り
、「
奠
」
は
、「
堂
練
切
」
と
「
丁
定
切
」、「
定
」
は

「
徒
徑
切
」
と
「
丁
定
切
」
で
あ
る
。
ま
た
上
古
音
の
分
部
は
二
字
と
も
「
耕
部
」
で

あ
る
。
ど
う
や
ら
「
堂
練
切
」
の
語
の
方
が
マ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
30
）「
全
」
字
に
つ
い
て
は
、漢
字
學
硏
究
會
會
員
で
あ
る
曹
方
向
氏
に
論
考
が
あ
り
、「
戰

國
文
字
と
傳
世
文
獻
に
見
え
る
「
文
字
異
形
」
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
二
〇
一
五
年

一
二
月
一
九
日
、
大
阪
大
學
に
お
け
る
「
中
國
出
土
文
獻
硏
究
會
主
催
特
別
講
演
會
」

に
お
い
て
發
表
さ
れ
、『
漢
字
學
硏
究
』
第
四
號
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）
に
所
收
。

（
31
）
日
本
語
と
漢
字
の
意
味
と
の
間
に
は
も
ち
ろ
ん
ず
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
動
き
が

停
止
す
る
意
味
の
「
す
む
」
が
、「
住
む
「
澄
む
」「
濟
む
」
と
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
「
は
や
い
」
の
書
き
分
け
で
あ
る
「
早
い
」「
速
い
」
は
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
、

ど
ち
ら
も
「
早
い
」
と
書
か
れ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
十
六
日
、
第
四
十
二
回
漢
字
學
研
究
会
（
京
都
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
六
階
）
に
お
い
て
發
表
し
た
内
容
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ご
教
示

下
さ
っ
た
會
員
諸
子
に
お
禮
申
し
上
げ
る
。

（
大
阪
工
業
大
學
客
員
敎
授
・

立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）




